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  こんにちは。この４月から本所に勤務しております。どうぞよろしくお願いいたします。 

  本所は、１９５９年（昭和３４年）に山形市松原の地で産声をあげ、今年度開所６１周年を迎え

ました。「青少年ボランティアの育成・支援」「次代を担うリーダーの育成」「青少年にかかわる

現代的課題への対応」を運営の３本柱に据え、長年にわたり青少年の社会力を育んできました。参

加者にとって有意義な学びの場を提供すべく、県職員による指導部門と管理企業体による管理部門が綿密に連携し、

日々の業務に当たっています。併せて、本所は、山形県が誇る「ＹＹボランティア」の中央センターとしての機能を

有し、県内各地で活動しているボランティアサークルの育成・支援に力を注いでいます。 

  これまで、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、研修の多くを延期または休止せざるを得ない状況が続き、

各方面に御迷惑をおかけしております。現在、本所では、これまで積み上げてきた研修のノウハウを活かしつつ、状

況の変化や参加者のニーズに対応した研修の在り方を検討しています。今後、リニューアルされた研修を案内できる

ことと思います。御期待ください。 

  この「山青の風」を通じて、本所で開催された事業を紹介するとともに、青少年の健全育成に資する情報の提供に

努めてまいりますので、御指導・御鞭撻をお願いいたします。 
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                 よろしくお願いします！ 

大変お世話になりました 
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■ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、山形県青年の家では不特定多数の方が参加する事業や研修等の

受け入れを行わず、体育館の利用も休止いたしました。宿泊利用と社会体育（体育館利用）はまだ再開しておりませ

んが、５月１２日（火）から日帰り短時間利用を受け付けております。日々状況が変化しているため、利用再開を目

指し、準備に努めております。利用者の皆様にも「新しい生活様式」に対応した利用をお願いすることとなります。

皆が安心して利用できるように御協力よろしくお願いいたします。 

 

■ ４・５月に実施予定であった以下の事業・会議は、中止または延期になりました。 
  ４月 ９日（木）出前講座（東桜学館高校１学年・寒河江工業高校１学年）→中止 

  ４月１０日（金）全県指導主事・社会教育主事会議①→中止 

  ４月２４日（金）社会教育主事会議②→中止 

  ５月１２日（火）県地域青少年ボランティア推進会議①→中止 
  ５月２３日（土）青年の家体験講座①（舞鶴山の歴史）→10/3（土）に延期予定 

  ５月２９日（金）ボランティア関係者研修会→7/29（水）に延期予定 



■ 「新型コロナからみんなを守る県民リレー」の一環として、ＹＹボランティアサークルを中心とした仲間で、互い

に励ましあい、つながり合い、大切な人を守るための行動を促し、新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた雰囲気

を醸成するため、ＹＹボランティアサークル会員及びサークルからのメッセージを募集しております。皆様からのメ

ッセージをＹＹボランティアビューローＨＰに掲載いたします。早速ですが、2 つのＹＹボランティアサークルから

メッセージが寄せられましたので御紹介します。なお、拡大したものはＹＹボランティアビューローＨＰに掲載して

おります。 

 

 □「ＳＡＫＥＫＫＯ」（鮭川村）より             □「北斗」（長井市）より 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左：研修課職員たちが愛情を込めて作ったマスク 右：研修課職員によるマスクの寄贈） 

■ ４月２２日（水）に山形県から就学前の子供たちのために手づくり布マスクを作製する「県民総活躍で愛のマスク

運動」の募集があり、本所研修課職員が一念発起して参加することを決め、ゴールデンウィークの有意義な時間をフ

ル活用し、手分けをしてマスク作製に励みました。久しぶりに針と糸を使って縫い物をすることになり、最初のうち

は慣れない手つきで自分の指に針を刺してしまうことも多々ありましたが、しだいに縫うペースも上がり、９９個の

マスクを作製することができました。 

 

■ ゴールデンウィーク明けの５月１１日（月）に、本所研修課職員が村山総合支庁総務課に出向き、愛情を込めてつ

くったマスクの寄贈を行いました。自らボランティア活動に従事することで、自己研鑽に努めることができました。

詳細はＹＹボランティアビューローＨＰに掲載しておりますので、併せてそちらも御覧ください。 

【体育館利用】 ・Ｋバド（4/１一時開所時） 

■ 山形県青年の家ではＹＹボランティアビューロー用にホームページ（http://seinen.jp）を開設し

ています。ＹＹボランティアに所属している青少年ボランティアサークルの活動や青年の家で行っ

た事業などを逐次紹介しています。是非御覧になってみてください。 

 


